
荻
　
山
　
市
　
朗

宮
　
野
　
勇
　
馬

No.10
519

２０１8.3.30

1

2
0
1
８
春
季
生
活
闘
争
妥
結
に
あ
た
っ
て
の
中
央
闘
争
委
員
会
見
解

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
闘
争
委
員
会
は
、
本
日
2
0
1
8
春
季

生
活
闘
争
の
最
終
交
渉
に
臨
み
、
基
準
昇
給
の
実
施
に
加

え
、
純
ベ
ア
1,
2
0
0
円
、
年
間
臨
給
5.
6
6
箇
月
分
、

シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
社
員
の
精
励
手
当
の
増
額
及
び

シ
ニ
ア
雇
用
初
年
度
の
1
回
目
か
ら
の
支
給
、
契
約
社
員
の

精
勤
手
当
の
増
額
、
時
間
給
10
円
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
帰
省

等
交
通
費
の
改
善
等
の
回
答
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
に
向
け
た
検
討
を
法
改
正
を
待
た
ず
開
始
す

る
こ
と
や
労
働
力
確
保
に
向
け
我
々
が
求
め
て
い
た
駅
の
業

務
執
行
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
議
論
を
開
始
す
る
こ

と
が
口
頭
表
明
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
確
認
し
て
席
上
妥
結

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
連
合
・
Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
に
基
づ
き
、
月
例

賃
金
総
額
6,
0
0
0
円
以
上
の
引
き
上
げ
、
純
ベ
ア

3,
0
0
0
円
、
年
間
臨
給
5.
7
箇
月
、
シ
ニ
ア
・
シ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
社
員
・
契
約
社
員
の
賃
金
改
善
、
エ
リ
ア
手

当
、
退
職
手
当
、
55
歳
以
降
基
本
給
調
整
率
廃
止
等
を
中
心

と
す
る
要
求
を
提
出
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
堅
調
な
経
営
動
向

を
背
景
に
、
組
合
員
と
家
族
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
成
果

の
公
正
な
配
分
を
求
め
て
精
力
的
な
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。

　

今
春
季
生
活
闘
争
は
、
世
界
経
済
の
不
透
明
感
や
先
進
国

に
お
け
る
賃
金
の
伸
び
悩
み
な
ど
懸
念
す
べ
き
点
は
あ
る
と

し
な
が
ら
も
日
本
経
済
の
緩
や
か
な
景
気
拡
大
の
中
で
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
経
営
動
向
は
、
昨
年
比
増
収
増
益
で
収
入
・
利

益
と
も
に
過
去
最
高
を
更
新
し
、
組
合
員
の
期
待
が
高
ま
る

闘
い
と
な
っ
た
。

　

我
々
鉄
道
業
は
、
業
績
が
大
幅
に
上
下
せ
ず
、
安
定
的
、

永
続
的
に
鉄
道
を
核
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
長
期
雇
用
を

通
じ
て
技
術
・
技
能
の
向
上
を
培
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
を
踏
ま
え
、
安
定
的
な
配
分
を
持
続
さ
せ
る

こ
と
が
組
合
員
の
生
活
の
改
善
、
労
働
意
欲
や
求
心
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
５
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
こ

だ
わ
り
議
論
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
社
会
的

な
労
働
力
不
足
の
中
、
ど
の
よ
う
に
働
き
方
改
革
や
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
大
き
な

課
題
認
識
の
も
と
、
具
体
的
に
は
国
会
で
の
長
時
間
労
働
の

是
正
や
正
規
・
非
正
規
の
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
議
論
を

注
視
し
た
う
え
で
、
議
論
を
先
取
り
し
交
渉
を
展
開
し
て
き

た
。
し
か
し
、
会
社
は
、
最
終
年
度
と
な
る
中
期
経
営
計
画

に
お
け
る
主
要
財
務
指
標
等
の
目
標
値
を
上
回
る
業
績
を
計

上
で
き
る
見
込
み
と
し
な
が
ら
も
、
今
後
の
景
気
動
向
や
人

口
減
少
、
老
朽
取
替
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
次
期
中
期
経
営
計

画
を
念
頭
に
置
い
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
賃
上
げ

に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
貫
き
、
接
点
の
見
出
し
に
く
い
交

渉
と
な
っ
た
。

　

最
終
局
面
で
は
大
手
企
業
の
賃
上
げ
回
答
が
昨
年
を
上
回

る
中
、
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応
な
ど
も
あ
り
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
が
、
中
央
闘
争
委
員
会
は
、
組
合
員
と
そ
の

家
族
の
熱
い
思
い
を
受
け
て
、
生
涯
賃
金
の
増
加
に
つ
な
が

る
ベ
ア
を
最
優
先
に
、
徹
底
し
て
こ
だ
わ
る
粘
り
強
い
闘
い

を
続
け
、
最
終
的
に
純
ベ
ア
1,
2
0
0
円
、
中
計
達
成
見

込
み
の
成
果
配
分
を
含
め
た
年
間
臨
給
5.
6
6
箇
月
を
中

心
と
す
る
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
し
て
、
2
0
1
4
年
か

ら
の
５
年
連
続
の
ベ
ア
に
よ
り
、
4,
4
5
0
円
の
純
ベ
ア

を
積
み
上
げ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

今
春
季
生
活
闘
争
も
檄
布
行
動
や
各
級
機
関
の
春
闘
集
会

等
へ
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
り
、
中
央
闘
争
委
員
会
を
精
力

的
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
組
合
員
と
家
族
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
、
両
バ
ス
地
本
、
Ｊ
Ｒ

広
島
病
院
支
部
、
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

に
結
集
す
る
労
組
の
交
渉
が
本
格
化
す
る
。
こ
の
成
果
を
活

か
し
て
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
最
大
限
支
援
し
て

い
く
。

　

最
後
に
、
今
後
も
新
幹
線
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応

を
含
め
安
全
を
基
礎
に
、
会
社
の
健
全
な
発
展
を
通
じ
て
私

た
ち
の
地
位
の
向
上
へ
邁
進
し
て
い
く
決
意
を
明
ら
か
に

し
、
2
0
1
8
春
季
生
活
闘
争
妥
結
に
あ
た
っ
て
の
中
央
闘

争
委
員
会
の
見
解
と
す
る
。

2
0
1
8
年
3
月
14
日

　
　
　
　

西
日
本
旅
客
鉃
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

　
　
　
　

2
0
1
8
春
季
生
活
闘
争
中
央
闘
争
委
員
会

【主な妥結内容】
●労働協約に定める基準昇給の完全実施（定期昇給分の確保）
●純ベア１,２００円（社員の職務遂行給、シニア基本給に1,200円を加算）
　※1,200円にエリア手当の反映分を含むと1,276円。
●年間臨給５.６６ヶ月
●契約社員の時間給１０円引き上げ（1,600円/月相当）
●精勤手当(契約)、精励手当（シニア・シニアリーダー）を
　年間最大６万円引き上げ　（夏季・冬季３万円ずつ）
　（例）シニア社員勤務日数100日以上（現行）10万円→（改正）13万円
●シニア・シニアリーダー社員の精励手当の勤務成績額加算を
　最高10万円に増額
　※現行（6万,4万,2万,△5千,△1万）を（10万,5万,2万,△1万,△3万）に改訂
●シニア・シニアリーダー社員の精励手当を初回から支給
　（定年退職日の属する年の冬季精励手当から支給）
●プロ採（大卒）初任給の引き上げ措置
●総合生活改善等
　・帰省等交通費の見直し
　　※現行に加えて、単身赴任者は24往復、家族帯同者は２往復、独身者は
　　  １往復(各年度)
　・東京地区通勤手当の見直し（回数券から定期券へ）
　・海外赴任者の健康診断に伴う一時帰国費用の負担（１往復/年度）
　・福利厚生制度「ジェイアールウエスト倶楽部」の導入
　・短時間・短日数勤務に伴う昇給欠格条項の削除

●同一労働同一賃金の法改正に先立ち、賃金制度を含めた
　制度見直しの検討を開始【口頭表明】
●駅契約社員の採用難に対応する、駅業務執行体制の議論を開始
　【口頭表明】

純ベア１,２００円、年間臨給５・６６ヶ月！純ベア１,２００円、年間臨給５・６６ヶ月！純ベア１,２００円、年間臨給５・６６ヶ月！純ベア１,２００円、年間臨給５・６６ヶ月！
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
ベ
ア

成
果
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
反
映
さ
せ
る
！


